
「静岡の茶草場農法」知事顕彰対象者

対象者名 ＪＡ掛川市茶生産委員会東山支部(団体)

対象者

の概要

取組地域 掛川市東山地区

茶草場農法実践年数 39 年（団体設立からの年数）

茶草場農法実践者数 55 戸（共同茶工場３、個人茶工場１）

茶草場農法の茶園面積 187ha

茶草場の面積 122ha

主な取組

・東山は茶草場農法を代表する地区であり、世界農業遺産の認定にあたり

中心的な役割を果たした。

・団体の構成員において、管理する全茶園に茶草を投入することを義務づ

け、茶草場農法の維持に努めている。また、掛川市と協定を締結し、地域

として希少動植物が生育可能な環境の保護に取組んでいる。

・国内外からの視察を受入れ等により、海外の雑誌やＳＮＳで取り上げられる

など、茶草場農法の認知度向上に努めている。

・全国茶品評会（深蒸し煎茶の部）において、例年上位を獲得し、産地賞受

賞に貢献している。

評価委員

からの

主な評価

・全国茶品評会で上位の順位を獲得するなど優れた茶業経営が実践されて

いる。

・茶園面積の 65％の茶草場を確保し、全ての茶園に茶草を投入している。

・地域の団体構成員の全てが茶草場農法の実践者であるなど、地域あげ

ての取り組みである点が評価される。

・世界農業遺産認定に尽力し、認定後も象徴的な地域として、視察対応

や観光案内なども積極的に行い、海外にも発信するなど、認知度向上

にも貢献していることが特筆される。

茶草場農法を代表する東山地区 海外からの視察受入れ



「静岡の茶草場農法」知事顕彰対象者

対象者名 丸五倉沢園 堀 延弘(個人)

対象者

の概要

取組地域 菊川市倉沢地区

茶草場農法実践年数 40 年

茶草場農法の茶園面積 2.5ha

茶草場の面積 1.4ha

主な取組

・フジタイゲキなどの固有種やカヤネズミなどの絶滅危惧種の保全に努めて

いる。

・無農薬栽培した茶葉で和紅茶を作るなど、環境に配慮し、消費者のニーズ

に合わせたお茶づくりをしている。

・ＮＰＯ法人「せんがまち棚田倶楽部」における小中学生向け出前講座や、

ＮＨＫラジオリポーターとして、茶草場農法の認知度向上に努めている。

・茶草場農法の実践者に認定されたことにより、自販における売上げが伸

び、安定した経営につながっている。（自販率は、H25の 55％から、R2には

86％へ上昇）

評価委員

からの

主な評価

・動植物の記録を残すなど丁寧に茶草場を管理することで、生物多様性の

保全と維持に努めている点が高く評価できる。

・ＮＰＯ法人「せんがまち棚田倶楽部」での棚田保全活動の中で、茶草場と

棚田の関係を伝えながら認知度向上に努めている。

・小中学校への出前講座や地域の子どもたちとともに活動することで、農法

の価値を継承することに繋がっている。

・茶草場農法の認定を受けたことにより安定した経営ができている。親子で

の和紅茶づくりなども、新たな取り組みとして好感がもてる。

・地域の半自然草地が、馬草場から茶草場として変遷する中で維持され続

けて来たことは、歴史性を持って説明できることであり興味深い。

千框の棚田と茶草場 中学校での出前授業



「静岡の茶草場農法」知事顕彰対象者

対象者名 つちや農園 土屋 鉄郎(個人)

対象者

の概要

取組地域 川根本町水川地区

茶草場農法実践年数 65 年

茶草場農法の茶園面積 1.3ha

茶草場の面積 0.7ｈa

主な取組

・標高600mの山間地において、減農薬栽培や有機質肥料を主とした施肥

管理など環境に配慮した茶栽培を行っている。

・全国茶品評会で２度農林水産大臣賞を受賞するなど高品質なお茶を生

産している。

・本対象者の茶園が位置する水川（尾呂久保）地区では、静岡県ＲＤＢに

指定される絶滅危惧種など数多くの動植物が確認されている。

・長年のファンが多数おり、生産した茶を90％自販することで、相場に左右

されない優れた茶業経営を行っている。

・６つの茶農家で構成する「川根茶縁喫茶」の一員として、一般の方を対象

に茶を楽しむ体験を通じて、茶草場農法の認知度向上に努めている。

評価委員

からの

主な評価

・茶草場のススキの生育を考えて草刈時期を選択することや、絶滅危惧種

を含む生物多様性の保全について、レベルの高い取組がなされている。

・全ての茶園を茶草場農法で栽培しており、減農薬栽培に努めている。ま

た全国茶品評会でも農林水産大臣賞を受賞するなど高い評価を受けて

おり、高品質なお茶づくりにつながっている。

・天空の茶園でこだわりの川根茶を生産している。やぶきた以外の品種の

導入にも熱心で、生産したお茶の 90％を自販するという茶業経営もすば

らしい。

・地域ぐるみでのもてなしなど地の利や風土を活かした取組は、山間部小

規模経営のモデルとなるものである。

生物多様性の保全 全茶園への茶草の投入


